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(57)【要約】
【課題】被照明領域における照度特性を劣化させること
なく、高い精度で導光体の位置決めを実現可能な光照射
装置を提供する。
【解決手段】光源４３と、基板６３と、導光体４１と、
原稿を保持する透明部材と、基板及び導光体を位置決め
して保持する板状部材６４と、を有し、光源４３は、主
走査方向に長尺な発光体及び主走査方向に並んだ複数の
発光素子のいずれかであり、導光体４１は、主走査方向
に長尺であり、少なくとも一つの入射面４１ａ及び出射
面４１ｂと、複数の側面４１ｃ、４１ｄ、４１ｅとを有
し、主走査方向に少なくとも一つ、一体に形成された突
起部６１を備え、突起部６１は、導光体４１の複数の側
面のうち、光源４３からの光線のうち最も強い光が進む
方向に対し、傾斜角がより小さい側面、かつ入射面より
も出射面に近い位置に設けられ、板状部材６４に形成さ
れた穴部６２と嵌合する光照射装置。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、基板と、前記光源からの光線を被照明領域に導く導光体と、前記被照明領域に
載置される原稿を保持する透明部材と、前記基板及び前記導光体を位置決めして保持する
板状部材と、を有する光照射装置において、
　前記光源は、主走査方向に長尺な発光体及び主走査方向に並んだ複数の発光素子のいず
れかであり、
　前記導光体は、主走査方向に長尺であり、少なくとも一つの入射面及び出射面と、入射
面からの光を反射して出射面へ導く複数の側面とを有し、主走査方向に少なくとも一つ、
一体に形成された突起部を備え、
　前記突起部は、前記導光体の複数の側面のうち、前記光源からの光線のうち最も強い光
が進む方向に対し、傾斜角がより小さい側面、かつ入射面よりも出射面に近い位置に設け
られ、前記板状部材に形成された穴部と嵌合することを特徴とする光照射装置。
【請求項２】
　前記導光体の入射面と、前記突起部の中心軸とが、略平行であることを特徴とする請求
項１に記載の光照射装置。
【請求項３】
　前記導光体の入射面と、前記突起部が設けられた側面とが、垂直であることを特徴とす
る請求項１または２に記載の光照射装置。
【請求項４】
　前記導光体の入射面及び出射面の少なくともいずれかが、前記光源からの光を拡散させ
る微細構造を有することを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の光照射装置。
【請求項５】
　前記導光体の入射面と平行な断面の面積が、前記出射面に向かって大きくなることを特
徴とする請求項１から４のいずれかに記載の光照射装置。
【請求項６】
　前記導光体が透明材料からなり、前記透明材料が樹脂材料であることを特徴とする請求
項１から５のいずれかに記載の光照射装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれかに記載の光照射装置と、
　前記被照明領域の原稿面からの拡散反射光の一部を集光し、主走査方向に線状の画像を
取得する撮像光学系と、
　前記光照射装置と前記撮像光学系を保持する構造体と、を備えることを特徴とする画像
読取装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の画像読取装置を備えることを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光照射装置、画像読取装置及び画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スキャナなどの画像読取装置では、コンタクトガラス上に配置されて読取対象物
となる原稿の原稿面に向けて光を照射する光照射装置を備え、原稿面で反射された後に読
取光軸に沿って進行する読取光を、レンズを介してＣＣＤ等の画像読取部に結像し、原稿
画像を読み取っている。
【０００３】
　光照射装置の光源として、例えば、発光ダイオード（Light　Emitting　Diode（以下、
ＬＥＤともいう））が使用される。ＬＥＤは各種の優れた特性を有しているものの、素子
１個１個の絶対的な明るさが足りないため、低速読み取り機器や、コンパクト性重視の機
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器を中心に用いられて来た。しかしながら、近年のＬＥＤ技術の進歩により明るさが高ま
ったＬＥＤが製造されるようになり、高い原稿面照度が要求される読取速度の速いスキャ
ナへの搭載も可能となった。
【０００４】
　例えば、従来の２灯式の光照射装置においては、原稿面の十分な照度を得るために導光
体を原稿面の読取位置に垂直な読取光軸に近接させて配置することが一般的であるが、こ
の態様において原稿にわずかな傾きが発生すると、原稿面の光沢によって光照射装置から
の直接反射光が読取光学系へ向かってしまい、撮像画像が劣化してしまう問題がある。一
方、撮像画像の劣化を防止するために導光体を読取光軸から離して配置すると、原稿面の
照度が低下し、十分な光利用効率が得られないという問題が生じる。
【０００５】
　また、低コスト化を実現するためにも、高い光利用効率が求められる。光利用効率を高
めるためには、可能な限り読取中心へ光を集める必要があるため、光照射装置を構成する
部品の設置ばらつきを小さくする必要がある。具体的には、光源と導光体との相対的な位
置決めに高い精度が要求される。
【０００６】
　これに対し、導光体に位置決めのための凸状の突起部を形成し、保持部材の位置決め穴
に係合させる方法が知られている。このような構成において、導光体は、突起部の形成の
ために形状が複雑化するため、透明樹脂材料を射出成形することで製造される。しかしな
がら、形成された突起部に入射した照射光が内部反射せずに漏れ出してしまい、原稿面に
到達する光量が減少するとともに、照度分布が不均一となり照度特性の劣化を招くという
問題があった。
【０００７】
　この問題に対し、基板が取り付けられた部材に位置決めできるとともに、原稿面上で主
走査方向照度分布が不均一となるのを抑制することがきる光照射装置が提案されている（
例えば、特許文献１参照）。
　特許文献１には、導光板と一体形成された被位置決め部たる３つの位置決めピンが、受
け台の表裏を貫通する導光体位置決め部たる３つのピン穴に挿入された光照射装置が開示
されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１に記載の光照射装置において、導光体の位置決めピンは、ＬＥＤと対向しな
いようにＬＥＤの発光中心間に配置され、発光中心間の中央、かつ、発光素子側に位置す
るよう設けることが記載されている。このような位置決めピンの設置位置の制約は、側面
が平行な平板状の導光体には適しているが、傾斜した側面を有する導光体においては、取
り付け精度の低下を招くおそれがある。
【０００９】
　そこで、本発明は、被照明領域における照度特性を劣化させることなく、高い精度で導
光体の位置決めを実現可能な光照射装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　かかる目的を達成するため、本発明に係る光照射装置は、光源と、基板と、前記光源か
らの光線を被照明領域に導く導光体と、前記被照明領域に載置される原稿を保持する透明
部材と、前記基板及び前記導光体を位置決めして保持する板状部材と、を有する光照射装
置において、前記光源は、主走査方向に長尺な発光体及び主走査方向に並んだ複数の発光
素子のいずれかであり、前記導光体は、主走査方向に長尺であり、少なくとも一つの入射
面及び出射面と、入射面からの光を反射して出射面へ導く複数の側面とを有し、主走査方
向に少なくとも一つ、一体に形成された突起部を備え、前記突起部は、前記導光体の複数
の側面のうち、前記光源からの光線のうち最も強い光が進む方向に対し、傾斜角がより小
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さい側面、かつ入射面よりも出射面に近い位置に設けられ、前記板状部材に形成された穴
部と嵌合することを特徴とする光照射装置である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、被照明領域における照度特性を劣化させることなく、高い精度で導光
体の位置決めを実現可能な光照射装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態にかかる画像形成装置の構成の一例を示す断面図である。
【図２】本実施形態にかかる画像読取装置の構成の一例を示す断面図である。
【図３】２灯式の光照射光学系の構成の一例及び照度を示す説明図である。
【図４】光照射装置の光照射光学系の構成を示す模式図である。
【図５】光照射装置における導光体の一例を示す模式図である。
【図６】光照射装置における導光体の一例を示す模式図である。
【図７】図５及び図６の導光体から照射される光線の配光分布を示すグラフである。
【図８】光照射光学系の要部構成の一例を示す模式図である。
【図９】光照射光学系の要部構成の一例を示す模式図である。
【図１０】板状部材の曲げ加工を説明する説明図である。
【図１１】光照射光学系の要部構成の一例を示す模式図である。
【図１２】本実施形態の光照射装置における導光体の一例を示す模式図である。
【図１３】光照射装置における導光体の配置を説明する模式図である。
【図１４】光照射光学系の要部構成の一例を示す模式図である。
【図１５】本実施形態の光照射装置における光照射光学系の要部構成の一例を示す模式図
である。
【図１６】図１２の導光体の異なる側面に入射する光線の光量比を示す表である。
【図１７】図１２の導光体と、平行平板状導光体の内部を通過する光の光路を示す模式図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明に係る光照射装置、画像読取装置及び画像形成装置について、図面を参照
して説明する。なお、本発明は以下に示す実施形態に限定されるものではなく、他の実施
形態、追加、修正、削除など、当業者が想到することができる範囲内で変更することがで
き、いずれの態様においても本発明の作用・効果を奏する限り、本発明の範囲に含まれる
ものである。
【００１４】
　本発明を、電子写真方式の画像形成装置に適用した一実施形態について説明する。
　まず、本実施形態に係る画像形成装置の基本的な構成について図１に基づき説明する。
【００１５】
　図１に示す画像形成装置の一例である複写機１０は、自動原稿搬送装置１１、給紙部１
２、画像読取装置１３、及び画像形成部（画像形成手段）１４を備えている。
　画像読取装置１３は、被照明領域に載置される原稿を保持する透明部材（コンタクトガ
ラス）１５と、原稿面からの拡散反射光の一部を集光し、主走査方向に線状の画像を取得
する撮像光学系とを備える。
【００１６】
　自動原稿搬送装置１１は、原稿トレイ２８に載置された原稿を給紙ローラや分離ローラ
等の各種ローラからなる分離給紙手段１７によってコンタクトガラス１５上に搬送し、読
取りが終了した原稿を搬送ベルト１８によって透明部材としてのコンタクトガラス１５上
から搬出した後、各種排紙ローラからなる排紙手段１９によって排紙トレイ２０に排紙す
る。
　また、原稿の両面を読取る場合には、排紙手段１９に設けられた分岐機構および搬送ベ
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ルト１８によってコンタクトガラス１５上に返送して未読取面の読取りを行うようになっ
ている。
【００１７】
　給紙部１２は、異なるサイズの記録媒体としての記録紙を収納する給紙カセット２１ａ
、２１ｂと、給紙カセット２１ａ、２１ｂに収納された記録紙を転写位置まで搬送する各
種ローラからなる給紙手段２２とを備えている。
【００１８】
　また、画像読取装置１３は、詳しくは後述するが、第１キャリッジ３５、第２キャリッ
ジ３６を図の左右方向（副走査方向）に駆動して光源により原稿面に光を照射して原稿面
を読取り、この読取光をミラーで反射した後、レンズユニット３７によってＣＣＤ等の画
像読取センサである撮像素子５７に取り込むようになっている。
【００１９】
　画像形成部１４は、レンズユニットに取り込まれた読取信号に基づいて書き込み信号を
形成する露光装置２３と、露光装置２３によって生成された書き込み信号が表面に形成さ
れる複数の感光体ドラム２４と、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックとそれぞれ異な
る色のトナーが充填され、各感光体ドラム２４に異なる色のトナーを供給して書き込み信
号を可視像化させる現像装置２５と、感光体ドラム２４上に形成された可視像が重ねられ
て転写されることによりカラー画像が形成され、このカラー画像を給紙部１２から給紙さ
れた記録紙に転写する転写ベルト２６と、記録紙に定着されたカラー画像を記録紙に定着
する定着装置２７とを備えている。
【００２０】
　図２は、画像読取装置１３の内部構成をその側方から示す拡大構成図である。
　画像読取装置１３は、本実施形態の光照射装置と、前記原稿面からの拡散反射光の一部
を集光し、主走査方向に線状の画像を取得する撮像光学系と、前記光照射装置と前記撮像
光学系を保持する構造体と、を備える。
　具体的には、図２に示すように、コンタクトガラス１５、本体フレーム３１、第１キャ
リッジ３５、第２キャリッジ３６、レンズユニット３７及び撮像素子５７からなり、他に
図示していないが、駆動レール、プーリー、モーター、ワイヤ、そしてこれらを保持する
構造体を備える。
【００２１】
　第１キャリッジ３５は、光源４３、導光体４１及び基板５１からなる光照射光学系、並
びに反射ミラー４４ａからなる。本実施形態において、光源４３はＬＥＤであり、基板５
１はＬＥＤを実装するＬＥＤ基板である。
　第２キャリッジ３６は２枚の反射ミラー４４ｂ及び４４ｃから成る。
　光照射光学系を構成する各部品（光源４３、基板５１、導光体４１）、各反射ミラー（
４４ａ、４４ｂ、４４ｃ）、及び撮像素子５７は、主走査方向（図２の紙面の垂直方向）
に長尺な形状であるか、もしくは主走査方向に連続して配置された複数の部材からなる。
【００２２】
　読取対象の原稿はコンタクトガラス１５上に保持される。
　光照射光学系はその原稿面上を主走査方向に照射し、その被照明領域からの反射光は各
反射ミラーで反射され、レンズユニット３７に入射し、撮像素子５７上に集光・結像され
、線状の画像データを取得することが出来る。
　なお、読取対象面上において、主走査方向と直交する副走査方向に移動しつつ線状の画
像データを連続的に取得することにより面状の画像データを取得することができる。
【００２３】
　画像読取装置１３において、第１キャリッジ３５が移動することにより画像データを取
得することができるが、原稿面とレンズユニット３７及び撮像素子５７間の距離が変化し
ないように第２キャリッジ３６を移動させることで、撮像素子５７で得られる画像データ
にボケ等の不具合が生じることがなく、良好な面状の画像データを得ることが可能となる
。
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【００２４】
　２灯式の光照射装置の構成の一例を図３及び図４に示す。
　図３は、読取光軸（撮像光学系の光軸）１６に対して２つの光照射ユニットが対称に配
置された構成を示しているが、図４では、一方の光照射ユニットのみを示している。
　図３に示すように、第１走行体７２には断面Ｖ字状のブラケット７１が取り付けられて
いる。原稿面で副走査方向の良好な照度分布を得るために、光源４３をブラケット７１に
より傾斜させて配設し、原稿の読取領域にのみ光が照射されるようにすることが好ましい
。
【００２５】
　図４は、第１キャリッジ３５付近の拡大図である。第１キャリッジ３５は、板金で平板
状に形成されたベース４７と、ベース４７に垂下された一対の側板４７ｂとを備えている
。一対の側板４７ｂの間には、第１ミラー４４ａが取り付けられている。
　また、ベース４７には、光照射装置たる光照射ユニット４０が取り付けられている。光
照射ユニット４０は、保持部材たる受け台４５、光源４３、基板５１、導光体４１、被覆
部材たるカバー４６を備えている。
　ベース４７に対する取付面を有する取付部と、ベース４７と所定の角度をなすように折
り曲げられた斜面部とを有する。受け台４５の斜面部には、副走査方向に段差が設けられ
、上段４５ｕとカバー４６との間隔よりも下段４５ｄとカバー４６との間隔が大きくなる
ようにしている。上段４５ｕと下段４５ｄとは略平行となっている。
【００２６】
　受け台４５の上段４５ｕには、導光体４１が位置決めされている。導光体４１は、主走
査方向に扁平な略直方体として形成されている。この場合、導光体４１と一体形成位置決
め部たる３つの位置決めピン４２（凸部）が、受け台４５の表裏を貫通する導光体位置決
め部たる３つのピン穴に挿入されている。３つの位置決めピン４２は、導光体４１の下面
の３箇所（長手方向の中央および両端）に形成されている。
　受け台４５の下段４５ｄには、平板状の回路基板である基板５１がネジ４９によって取
り付けられている。なおこの例ではネジ４９により受け台４５及びカバー４６を固定して
いる。
【００２７】
　基板５１は、光源（発光素子としてのサイドビュータイプのＬＥＤ）４３が主走査方向
に沿って複数個取り付けられたＬＥＤアレイ基板である。基板５１の駆動によって、光源
４３の照射面から導光体４１の入射面４１ａに向けて光を照射する。さらに、導光体４１
内の全反射を利用して、導光体４１の照射面４１ｂからコンタクトガラス１５に向けて光
を均一に照射するようになっている。カバー４６は、ベース４７に対する取付用のネジ締
結用穴が穿たれている取付部と、ベース４７と所定の角度θをなす斜面部４６ｓからなる
。
【００２８】
　ここで、光照射装置を構成する導光体を、図５及び図６を参照して説明する。図５及び
図６に示す導光体は、従来の形状のものである。
　図５は、導光体４１の形状と内部を通る光線を示している。
　図５に示すような直方体形状（以下、「平行平板状」ともいう）の導光体４１の場合、
入射面４１ａもしくは出射面４１ｂに設けた拡散構造体の影響を除けば、導光体４１内で
何回反射しても、入射面４１ａへの光線の入射角の絶対値と、出射面４１ｂでの出射角の
絶対値は一致する。光源のＬＥＤの発光特性と導光体出射面４１ｂからの照射特性は似た
ものになる。
【００２９】
　一方、図６に示すような、出射面４１ｂに向かって断面積が大きくなるような形状の導
光体４１の場合、光は側面４１ｃと側面４１ｄに反射するたびに導光体正面方向に曲がっ
ていくことが分かる。この効果により、導光体出射面４１ｂからの照射特性は、光源のＬ
ＥＤの発光特性よりも導光体出射面４１ｂに対して垂直方向に照射される光線が多くなる
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【００３０】
　１灯式の光照射光学系において対向リフレクタ側に光を分配しなければならない場合と
は異なり、２灯式の光照射光学系では照射される光線はすべて原稿面に照射されればよい
ので、図６のような形状の導光体４１を設けることにより、狙いの領域へ照射される光量
を増やすことが可能となる。すなわち、図６のように、導光体の形状を入射面４１aから
出射面４１ｂへ向かって広がるような形状とすることにより、照明系の光利用効率を高め
ることができる。
【００３１】
　図７は、図５に示す導光体及び図６に示す導光体から照射される光線の配光分布を示す
グラフである。実線は図５、破線は図６の値をそれぞれ表している。
　図７のグラフから明らかなように、０°方向（導光体出射面４１ｂと垂直方向）におい
て、図５の導光体からの光線に対し、図６の導光体からの構成が約１．５倍の強度である
ことがわかる。すなわち、図６の導光体の方が、図５の導光体よりも光線の直進性が高い
といえる。
　例えば、導光体４１を２灯配置して原稿面を照射する場合、図５の直方体形状の導光体
よりも、図６の形状の導光体を用いることによって照射効率を約２４％増大させることが
できる。
【００３２】
　しかしながら、光線の直進性を高めることは、原稿面における照射領域を狭めることに
なるため、導光体４１を含む光照射装置を構成する部材の設置位置の誤差に起因した照度
変化を大きくすることにつながる。そのため、原稿面に対する照射効率を高めると同時に
、設置位置の誤差を可能な限り小さくする必要がある。特に、導光体４１と光源４３との
位置関係の誤差は、照度に対する影響が大きい傾向にある。
【００３３】
　上述の図４の光照射光学系は、光源としてサイドビュータイプのＬＥＤを用いた例であ
るが、以下、光源としてトップビュータイプのＬＥＤを用いた例について図８、図９及び
図１１に基づき説明する。
　図８、図９及び図１１の光照射光学系は、導光体４１を位置決めして保持する導光体保
持部材を有し、該導光体保持部材は、導光体４１と一体に形成された突起部６１と、突起
部６１が嵌合する穴部６２を有する板状部材６４とからなる。
【００３４】
　図８は、図５に示す直方体形状の導光体４１を設置した光照射光学系（導光体４１及び
光源４３の固定構造）の断面図である。
　導光体４１は板状部材（板金部品）６４に対し、導光体の側面４１ｄに設けられた凸状
（ボス形状）の突起部６１によって図の上下方向及び垂直方向に固定される。図の左右方
向の固定は、図の右方向から板ばね等によって導光体４１を押圧することにより、板状部
材６４との当接面（突起部６１が板状部材６４と嵌合する面）に対して行うことができる
。
　板状部材６４は、一方の端部側において、光源４３を実装した基板６３にねじ６５など
の固定部材により固定され、垂直に曲げられた部位を介し、他方の端部側において導光体
４１を導光体保持部材により固定している。このような構成とすることにより、導光体４
１と光源４３とを高い位置精度で固定することが可能となる。
【００３５】
　図９は、図６に示すような出射面４１ｂに向かって断面積が大きくなる形状の導光体４
１を設置した光照射光学系（導光体４１及び光源４３の固定構造）の断面図である。なお
、図９中、導光体４１の側面４１ｃ及び４１ｄの傾斜を図６の導光体４１の傾斜よりも大
きく表現している。
　導光体４１は板状部材（板金部品）６４に対し、導光体の側面４１ｄに設けられた凸状
（ボス形状）の突起部６１によって図の上下方向及び垂直方向に固定される。図の左右方
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向の固定は、図の右方向から板ばね等によって導光体４１を押圧することにより、板状部
材６４との当接面（突起部６１が板状部材６４と嵌合する面）に対して行うことができる
。
　板状部材６４は、導光体４１の側面４１ｄに沿って曲げられている。一方の端部側にお
いて光源４３を実装した基板６３にねじ６５などの固定部材により固定され、曲げられた
部位を介し、他方の端部側において導光体４１を導光体保持部材により固定している。
【００３６】
　板状部材６４の曲げ加工は、図８の例のように９０°曲げる加工を行った場合と比較し
て、図９の例のように９０°以外の任意の角度で曲げる加工を行った場合は、導光体４１
の突起部６１を受ける穴部６２の位置と、ねじ６５を受けるねじ穴との間の位置精度が低
下することが予測される。
【００３７】
　図１０を参照して板状部材６４（板金）の曲げ加工について説明する。
　板状部材６４のような部品を作る場合、通常、ねじ穴６５や穴部６２を開ける工程を行
ってから曲げ加工を行う。逆順の工程で行うと、ねじ穴６５及び穴部６２のいずれかの加
工時の圧力によって、曲げ角度が変わってしまうためである。日刊工業新聞社発行の「実
用プレス成形技術」等にも記載があるように、板金の曲げ加工において、板金の板厚中心
軸は、曲げ部において板厚の必ずしも板厚の中心部には無く、曲げの内側へシフトする。
そこで、曲げ加工を行う際にシフト分を加味して展開寸法を算出するが、シフト量の決定
は作業者の経験値に寄るところが大きい。また、シフト量は曲げ角度により変化するため
、加工経験の多い９０°曲げの方が、任意角度での曲げと比較して精度を出しやすい傾向
がある。
【００３８】
　また、板金曲げ加工においては、材料の弾性限界を超えた力を加えて曲げても、弾性が
完全にゼロになるわけではなく、少しの弾性が残るため、もとの形状に戻ろうとするスプ
リングバックと呼ばれる現象が発生し、曲げ角度がずれてしまうという問題がある。
　この現象を回避する方法として、あらかじめスプリングバック分を見越して角度をずら
した曲げ加工金型を作る方法がある。しかしながら、角度のずれ量は、材料の材質や工具
によるところが大きく、また曲げ角度にもよるため、加工者の経験によるところが大きい
。このため、加工経験の多い９０°曲げの方が、角度においても精度を出しやすい。
【００３９】
　図１１は、図６に示すような出射面４１ｂに向かって断面積が大きくなる形状の導光体
４１を設置した光照射光学系（導光体４１及び光源４３の固定構造）の断面図である。
　導光体４１は板状部材６４に対し、導光体の側面４１ｄに設けられた段付きの突起部６
１a及び６１ｂによって図の上下方向及び垂直方向に固定される。
　板状部材６４は、一方の端部側において、光源４３を実装した基板６３にねじ６５など
の固定部材により固定され、垂直に曲げられた部位を介し、他方の端部側において導光体
４１を導光体保持部材により固定している。
【００４０】
　傾斜した側面４１ｄに対し、導光体側の突起部６１ｂによって水平面を設けることで、
図の右方向から板ばね等によって導光体４１を板状部材６４に対して押圧しても、導光体
４１が塑性変形することなく、板状部材６４に固定される。
　しかしながら、上述の効果を得るためには、突起部６１ｂは突起部６１aよりも広い断
面積となるように設ける必要があり、その分だけ導光体の面積も増大することとなり、突
起部６１a及び６１ｂに進入する光が増加し、光線ロスが多くなるという問題がある。
【００４１】
　図１２は、本実施形態の光照射装置を構成する導光体４１の形状を表す模式図である。
　導光体４１の入射面４１aに入射した光は、一方の側面４１ｃと他方の側面４１e及び４
１ｄとの間を導光され、出射面４１ｂから発せられる。
　一方の側面４１ｃの傾斜角は、他方の側面４１e及び４１ｄの平均傾斜角よりも大きい
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　このような形状とすることにより、出射面４１ｂからの光線は、側面４１ｃ側に寄った
方向に強い光線が出射されることとなる。
【００４２】
　図１２の導光体４１において、側面４１e及び４１ｄに入射する光線の比率について、
図１６及び図１７に基づき説明する。
　図１６は、図１２の導光体４１の側面４１eに入射する光線と側面４１ｄに入射する光
線の比率（光量比）を示した表である。
　光線追跡シミュレーションの結果、側面４１ｄに入射する光線量は、側面４１ｅに入射
する光線量の約２／３である。
　そこで、入射する光線量がより少ない４１ｄに突起部６１を設けることにより、突起部
６１に入射する光線量も少なくすることができ、照度劣化を小さくすることができる。
【００４３】
　図１７は、図１２の導光体４１と、図５に示すような直方体形状（平行平板状）の導光
体４１の内部における光の光路を説明する図である。
　図１７に示すように、側面４１ｃで反射した光線は、破線で示す直方体形状（平行平板
状）の導光体４１０と比較して、反射する際に出射面４１ｂへ向かう方向に曲げられるた
め、側面４１ｄ及び４１ｅの方向、特に側面４１ｄの方向へ向かいにくくなるためである
。
　このことから、導光体４１を固定するために設ける突起部６１は、側面４１ｄ側へ設け
ることが好ましい。
【００４４】
　図１３は、図１２に示す形状の導光体４１を備える光照射装置の断面模式図であり、導
光体４１及び光源４３の配置を示している。
　上述のように、図１２の導光体４１のような導光体側面の傾斜角が異なる導光体を抜け
た光線は、傾斜角が大きい方へ強い光線が抜ける。このため、原稿面からの拡散反射光を
読取る撮像光学系光軸１６側に、傾斜角が大きい方の側面（図１２では側面４１ｃ）を向
けるように、線対称状に導光体を配置することで、導光体間の間隔を広くすることが可能
となる。
【００４５】
　図１２に示す形状の導光体４１を光照射装置に固定する方法としては、導光体４１の複
数の側面のうち、光源からの光線のうち最も強い光が進む方向に対し、傾斜角がより小さ
い側面に突起部６１を設け、板状部材６４に形成された穴部６２と嵌合する方法が好まし
い。
　突起部６１を設ける側面は、上述の板状部材６４の曲げ加工における角度の問題や、突
起部の形状等の問題から、側面４１ｃよりも、側面４１ｄ及び４１ｅの側に設けることが
好ましい。
【００４６】
　図１４は、導光体の側面４１ｄに突起部６１を設けた例であり、図１５は、本実施形態
の例であり、導光体の側面４１ｅに突起部６１を設けた例である。
　図１４及び図１５に示すように、板状部材６４の図中鉛直方向の平面部と、導光体４１
の側面４１ｅとが当接するように設置されているこれにより、図中水平方向の位置が決め
られる。一方、板状部材６４の穴部６２に突起部６１が嵌合することにより、図中上下方
向（鉛直方向）の位置が決められる。
【００４７】
　本実施形態の光照射装置は、図１５に示すように、光源４３と、基板６３と、光源４３
からの光線を被照明領域に導く導光体４１と、前記被照明領域に載置される原稿を保持す
る透明部材と、基板６３及び導光体４１を位置決めして保持する板状部材６４と、を有す
る。そして、光源４３は、主走査方向に長尺な発光体及び主走査方向に並んだ複数の発光
素子のいずれかであり、導光体４１は、主走査方向に長尺であり、少なくとも一つの入射
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面４１ａ及び出射面４１ｂと、入射面からの光を反射して出射面へ導く複数の側面４１ｃ
、４１ｄ、４１ｅとを有し、主走査方向に少なくとも一つ、一体に形成された突起部６１
を備える。
　突起部６１は、導光体４１の複数の側面のうち、光源４３からの光線のうち最も強い光
が進む方向に対し、傾斜角がより小さい側面、かつ入射面よりも出射面に近い位置に設け
られ、板状部材６４に形成された穴部６２と嵌合する。突起部６１は、具体的には、側面
４１ｅに設けられる。
　主走査方向とは、撮像光学系の線状の画像取得方向として表すことができる。
　すなわち、光照射装置は、前記撮像光学系の画素方向と対応した方向に長尺な照射領域
を持ち、該照射領域の長手方向が主走査方向である。
【００４８】
　導光体４１の入射面とは、光源４３から発せられた光が導光体４１に入る際の主たる面
であり、出射面とは原稿面に照射される導光体４１から出た光線が導光体４１を出る際の
主たる面である。ただし、いずれも１つの面とは限らず複数面存在してもよい。入射面及
び出射面は直接接続されておらず、入射面と出射面との間には必ず側面を介す。
　また、入射面もしくは出射面が、いずれかの側面と一体化したような曲面である場合、
入射面もしくは出射面とは、光源４３から発せられた光が導光体４１に入る際の主たる面
上の領域であり、出射面とは原稿面に照射される導光体４１から出た光線が導光体４１を
出る際の主たる面上の領域である。この場合、入射面及び出射面が直接接続されていない
とは、ある曲面上で入射面領域と出射面領域とがオーバーラップしていないことを表す。
【００４９】
　導光体４１は、入射面４１ａ及び出射面４１ｂの少なくともいずれかが、光源４３から
の光を拡散させる微細構造を有する。
　前記微細構造（以下、「拡散構造体」ともいう。）は、照明ロバスト性の向上や、まぶ
しさを和らげる目的で付与される。
　通常、拡散構造体を付与した面に垂直に近い角度で光が入射したときほど透過率は高く
なる。微細な凹凸で構成された拡散構造体に垂直以外の入射角で光が入射すると、該拡散
構造体の透過率が変化してしまう。このため、拡散構造体による透過率ロスを最小限とす
るために、光源４３の発光面と導光体４１の入射面および出射面は、それぞれ平行な位置
関係になっていることが望ましい。
【００５０】
　導光体４１が主走査方向に長尺であるとは、前記微細構造や突起部６１の構造、加工誤
差による変形を除き、主走査方向に略同一の断面をもつ長尺な形態であることを意味する
。
　また、少なくとも主走査方向の有効範囲において、加工誤差による変形を除き同一な形
態を意味している。
【００５１】
　導光体４１の複数の側面のうち光源４３からの光線のうち最も強い光が進む方向に対し
、「傾斜角がより小さい側面」とは、入射面のいずれか一方の頂点と、その頂点から側面
のみを通り接続する出射面の頂点とを結ぶ仮想平面が、光源から発せられた光のうちもっ
とも強い光が照射される方向と成す角度が、最も小さい側面を意味する。
【００５２】
　導光体４１の入射面４１ａと、突起部６１の中心軸とは、略平行であることが好ましい
。具体的には、図１５に示すように、入射面を示すＬｂと、突起部の嵌合方向における中
心軸Ｌａとが、略平行であることが好ましい。
　また、導光体４１の入射面４１ａと、突起部６１が設けられた側面とが、垂直であるこ
とが好ましい。
　図１５に示すような構成とすることにより、光源４３に対し導光体４１を高い位置精度
で固定することが可能となる。
【００５３】
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　導光体４１は透明材料からなる。前記透明材料としては、例えば、樹脂材料が好ましい
。また、樹脂材料からなる導光体４１は、例えば、射出成形により成形されることが好ま
しい。
　導光体４１を樹脂材料を用いて射出成形により成形することにより、複雑な形状であっ
ても安価に作成することが可能であり、軽量の導光体が得られる。よって、このような導
光体４１を搭載した光照射装置の低コスト化及び軽量化にも繋がる。
【符号の説明】
【００５４】
１０　　画像形成装置
１５　　透明部材（コンタクトガラス）
１６　　読取光軸
１３　　画像読取装置
３５　　第１キャリッジ
３６　　第２キャリッジ
３７　　レンズユニット
４１　　導光体
４１ａ　入射面
４１ｂ　出射面
４１ｃ、４１ｄ、４１ｅ　側面
４３　　光源
４４　　反射ミラー
５１　　基板
５７　　撮像素子
６１　　突起部
６２　　穴部
６３　　基板
６４　　板状部材
６５　　ねじ
６６　　ねじ穴
Ｅ　　　被照明領域
Ｍ　　　原稿
【先行技術文献】
【特許文献】
【００５５】
【特許文献１】特許第５４８３１５３公報



(12) JP 2016-225737 A 2016.12.28

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(13) JP 2016-225737 A 2016.12.28

【図５】 【図６】

【図７】

【図１０】 【図１２】



(14) JP 2016-225737 A 2016.12.28

【図１３】

【図１６】

【図１７】

【図８】 【図９】



(15) JP 2016-225737 A 2016.12.28

【図１１】 【図１４】

【図１５】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

